
●ステージ発表  
ブラスバンド、合唱、太極拳、朗読      
ハーモニカ、琴と三絃の演奏 
よさこい、手話ソング、民話の語り 
黒松小学校鼓笛隊（ビデオ上映） 
八乙女中学校 吹奏楽部（ビデオ上映） 

総合伝統文化部 

●作品展示 
絵手紙、手話紹介、絵、折り紙 
こけし、布小物、鉄道ジオラマ 
黒松保育所、わかくさ幼稚園、黒松小学校、八乙女小学校 
八乙女中学校 美術部・特別支援学級 各作品 
八乙女地区包括支援センター パネル展示  相談ブース 
泉区保健福祉センター パネル展示、相談ブース 
黒松市民センター 主催事業「いろどり工房」の作品 

●青空コーナー   

豆腐食品・陶芸等販売 

手作り小物販売 

野菜スタンプワークショップ 

福祉車両展示 

 
●児童館あそびコーナー 

幼児向け・小学生以上向け 

ご来場の際はマスクの着用を 

お願いします。 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３０日（土）黒松小学校校庭で花火  

大会が開催されました。  

校庭には、きれいな花火を見学する地域の

方々が集まりました。『メッセージ付き花火』

では、水戸黄門様？！から「コロナに負けず

がんばろう！」と応援メッセージもありまし

た。令和元年以来の華やかな  

花火に、みんなで元気を  

もらいました！！  

〒981-8006 

仙台市泉区黒松 1-33-40 

TEL  022-２３４－５３４６ 

FAX  022-２１９－２０３８ 

主催 黒松地区社会福祉協議会・八乙女地区社会福祉協議会 
八乙女地域包括支援センター ・ 黒松市民センター  

元気アップ生活！ 
～健康で元気に暮らすために～ 

 「ボッチャで健康！」 
 
パラリンピックの正式種目の「ボッチャ」を体験してみま

せんか？ 2回目はゲーム大会を楽しみます！  
■日 時： ①１０月１３日（木） 

②１１月１０日（木） 
各日 10時～12時 

■場 所：黒松市民センター ホール 

■対 象：どなたでも ２０名【先着】 

原則、2回とも参加できる方 

■申 込：9月 29日（木）10時から  

    ※センター窓口または電話で 

【お預かりした個人情報は、講座運営以外の目的には使用しません】 このセンターだよりはリサイクルできます。  

開催日時 

９月２４日（土） 

９：３０～１３：００ 

会 場：黒松市民センター  

     全館・駐車場 

令和4年９月1日発行 

 

 

展示の部はプレ開催もあります！ 

9/22（木）・9/23（金）10：00～15：00 

２０２２ 

黒松花火大会 
開催しました 

主催：黒松花火大会実行委員会 

（開催時間にご注意ください） 

※今後の状況により講座の内容が変更または中止になる場合もございます。どうぞご理解とご協力をお願いいたします。  
 受講の際は検温させて頂きます。  



 

 

黒松わくわくこどもの時間は、情報端末機器での疑似体

験や個での学習機会が増加し、体験学習機会が不足してい

る現実に直視し、交流と体験学習の機会を開催して、子供

たちの探求心や好奇心を刺激して、学びを育んでゆきます。 

第二回目はカルメ焼きが出来上がるときに、おたまの

中でどんな化学変化が起こっているのかを、自分の手で

実験を繰り返し五感で感じるひと時です。 

おたまの中の砂糖が溶け 

て飴状になってゆく変化を 

とらえて、１２５度で火か 

らおろして重曹を加えて、 

科学変化の一瞬をとらえます。 

参加いただいた生徒の皆さ 

んは、手を動かし、目で観て、体全体で感じていました。 

変化の様子など詳しくはホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊＊＊講座レポート＊＊＊ 

根白石の満興寺の庭には２つの板碑
いたび

が保存されている。板碑とは、主に鎌倉時代から安土桃山時代に供養塔として使われ 

石碑の一種で死者の追善供養や子孫繁栄を願って建てられた。基本形は、板状に加工した石材に、種子（しゅじ：梵語のヴ

ィージャ植物の種子の意に語源を持ち石仏・板碑・卒塔婆・墓石などに仏像の姿を現す代わりに、梵字（古代インドの文字：

写真板碑 Bはキリーク＝阿弥陀如来の象徴文字）、偈（げち：教典などにある詩文で仏を讃え仏法の真髄を述べる一節で写真 B

には、「願以功徳 普及於一切 我等与衆生 皆共成仏道」：真実の法華経はこの世の宝であり、一切衆生が成仏するためには、

法華経の一念三千の仏種を心に下種せねばならないと刻む文字が見える）。また、被供養者名、供養年月日、供養内容なども刻

まれていることが満興寺の拓本からも読み取れた。 

黒松地区歴史散策２３  

泉区根白石地区・満興寺その３：大切に保存されている満興寺の板碑（いたび） 

９月のご利用案内（状況により変更になる場合があります） 

 

 

日本最古の板碑は、埼玉県熊谷市で発見された嘉
か

禄
ろく

銘板
めいばん

石塔
いしとう

婆
ば

（嘉禄３年：1227年）とされている。板碑Ａ（写真参照） 

  

 

地域の魅力 
新発見・再発見 

休 館 日  

５日（月）、１２日（月）、２０日（火）、２６日（月） 

ホール個人利用日  

3日（土）、１１日（日）、２５日（日）  各１３：００～１６：３０ 

※ ９月１７日（土）は「黒松市民センター・児童館まつり」のため個人使用は出来ません。 

  １０月１日（土）も都合により個人使用は出来ません。 

泉図書館 黒松分室 開館日 
 

２日、６日、９日、１３日、１６日、２３日、２７日、３０日 
   開館時間：（火）（金）１２：３０～１６：３０   ※９月２０日（火）は休館です。 

満興寺の近くに弘安の碑（1285年）があり、満興寺板碑 Bと同時代に建てられた泉区 

最古の碑ではないだろうか。弘安 4年（1281年）の蒙古襲来に関係しているのではな 

いかとも言われている。文治の役（1189年）が終り、その戦功により、現泉区内の領 

地は朴沢氏と国分氏に与えられ多くの武士や農民が移住し、集落を作って暮らしてい 

たことがこの板碑から類推される。                

                        七北田宿歴史研究会 加藤恵子 

（参考資料：満興寺発行パンフレットと拓本・泉市誌下巻） 

  

 

には永仁五年（1297年）、板碑Ｂには弘安八年（1285年）という年号が刻まれている。 

  

 

事前に教え方を練習したり、わかりやすい説明を心

がけたり、それぞれが工夫しての活動でした。 

参加者の子どもたちからは、 

「巾着が難しかった」「難しか 

ったけど、とても楽しかった」 

中には「先生の指導が上手」 

とうれしいコメントも。 

全員七つ飾りを作り上げ、笹に 

つけて持ち帰ることができました。お疲れ様でした！ 

た石碑の一種で死者の追善供養や子孫繁栄を願って建てられた。基本形は、板状に加工した石材に、種子（しゅじ：梵語の

ヴィージャ植物の種子の意に語源を持ち石仏・板碑・卒塔婆・墓石などに仏像の姿を現す代わりに、梵字（古代インドの文

字：写真板碑 B はキリーク＝阿弥陀如来の象徴文字）、偈（げち：教典などにある詩文で仏を讃え仏法の真髄を述べる一節

で写真 Bには、「願以功徳 普及於一切 我等与衆生 皆共成仏道」：真実の法華経はこの世の宝であり、一切衆生が成仏す

るためには、法華経の一念三千の仏種を心に下種せねばならないと刻む文字が見える）。また、被供養者名、供養年月日、

供養内容なども刻まれていることが満興寺の拓本からも読み取れた。 

いろどり工房 

～もの作りボランティア養成講座～ 

8月３日（水）、いろどり工房のメンバー5人が、

長命ヶ丘市民センター主催の「フレンドスクール」

で小学生 12 人にミニ七夕飾り作りを教えるボラン

ティアに挑戦してきました。 

 

 

 

わくわく子どもの時間 カルメ焼きを科学しよう 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E7%A2%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BE%9B%E9%A4%8A

